
稲
芋
経

に
つ
い
て

(
智

谷
)

稲
芋
経
に

つ
い
て

智

谷

公

和

(
1
)

稲

芋
経

は
、

S
a
l
i
s
t
a
m
b
a
 
s
u
t
r
a
,
 
H
p
h
 
a
g
o
-
p
a
 
s
a
-
l
u
h
i
 
l
i
j
a
n
-
p
a
 
s
h
e

s
-

(
2
)

h
y
a
-h
a
 th
e
q
-p
a
 o
h
e
n
-
p
o
h
i
 
m
d
o
,
 

十

二
縁
起

の
要
諦

の
み
を
中
心
に
説

く

小
経

で
あ
る
。
稲
芋
経

で
は
、
世
尊

が
稲

の
茎
を
見

つ
つ
、
「
縁
起

を

見

る
者

(
3
)

は
、
法
を
見
る
者

で
あ
り
、
法
を
見

る
者
は
、
仏
を
見

る
者

で
あ
る
」

と
言
わ

れ
て
黙

つ
て
し
ま
わ

れ
た
。
そ
れ
を
聞

い
て
い
た
舎
利
弗

は
、

こ
れ
を
理
解

す

る

こ
と
が
出
来
な

い
の
で
、
弥
勒
菩
薩

の
所

へ
行

き
、
お

し
え

を

こ

つ
た
。

そ
れ
で
弥
勒
菩
薩

が
、
舎
利
弗

に
縁
起

の
原

理

「
若
見

二因
縁

一
後
即
見
レ
法
、

(
4
)

若
見
ニ
於
法
一
即
能
見
レ
仏
」
を
、
「
稲

が
生
長

し
て
果
実

を
結

ぶ
に

至
る
」
事

に
、
た
と
え
て
説

い
た
も

の
で
あ
り
、

こ
れ
を
広
説

し
た
も

の
で
あ
る
。
稲
芋

経

の
説
か
れ
て
い
る
縁
起

が
生
ず
る

こ
と
を
略
図

で
示
す
と

縁
起

外
的
縁
起

内
的
縁
起

(
5
)

因
と
相
応
す
る

(
6
)

縁
と
相
応
す
る

(
7
)

因
と
相
応
す
る

(
8
)

縁
と
相
応
す
る

以

上
の
よ
う

に
縁
起
が
説

か
れ

て

い

る
。
縁

起

p
a
t
i
c
c
a
s
a
-

(
9
)

m
u
p
p
a
d
a

は
、
相
互
相
依

の

関
係

(も
ち

つ
も
た
れ

つ
の
関

係
)

で
あ
り
、
稲
芋
経
は
内
的
縁
起

の
因

と
相
応
す

る
こ
と
を
説
明
す

る
の
に

(
1
0
)

十
二
縁
起
が
説
か
れ

て
い
る
。
そ
れ
は

「
此
有
故
彼
有
、
此
生
故
彼

生
」

の
論

理
が
さ
き
に
出
さ
れ

こ
れ
に
続

い
て
、
「
無
明
に
よ

つ
て
行
あ

り
、
行

に

よ

つ

て
識
あ
り
乃
至
老
死
あ
り
」
と
言
う
十

二
縁
起

が
説

か
れ
る
。
十

二
縁
起

に
は

従
来

か
ら
二
つ
の
解
釈
が
な
さ
れ
て

い
る

の
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る

(
伝
統

的
解
釈

と
論

理
的
解
釈
)
。
佐

々
木
現
順
博

士
に
よ
れ
ば
、
二

つ
の
解
釈

は
い
ず

れ
も
縁
起

を
全

体
と
し
て
と
ら
え
た
も
の
で
は
な
く
両
者

は

一
つ
の
も

の
の
両

面

に
す

ぎ
な
い
と
考
え
ら
れ
、
そ

の
こ
と
は
立
場

を
変

え
て
時
間

の
構
造

(因

果
性

の
様
式

と
作
用
性

の
様
式
)

の
立
場

か
ら
言
え
る
、
と
言
わ
れ

て
い
る
。

す

な
わ
ち
因
果
性
の
様
式

(
原
因
か
ら
結
果

の
関
係

で
あ
る
、
三
世
両
重

の
因

果
)

が
、

伝
統

的
解
釈

の
根
拠
と
な

つ
て
お
り
、
作
用
性

の
様

式

(
無
実
体
性

(
1
1
)

即

ち
静

的
実
体

の
な
い
こ
と
)
が
、
論
理
的
解
釈

で
あ
る
。
稲

芋
経

は
、
十

二

縁

起
の
あ

ら
わ
れ
て
い
る

(
本
質
的
な
在
り
方
)
説

明
が
多

く
説

か
れ
、

そ
れ

(
1
2
)

ら
は
、
作

用
性

の
様
式

に
基
準
を
お

い
て
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
。
作
用
性

の

様

式
は
大
乗

仏
教
の
縁
起
観

の
基
底
と
な

つ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
、
因

果
性

の

様
式

は
ア
ビ
ダ

ル
マ
仏
教

で
強
調
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
稲

芋
経
は

「
縁
起

を
見

る
者

は
、
法

を
見
る
」
と
言
う
原
始
仏
教
以
来

の
思

想
の
要
諦

の
み
を

も

つ
と

も
簡
潔

に
示
し
た
も
の
と
し

て
も
ち

い
ら
れ
る
に
至

つ
た
。

1

山
田
竜
城

『
梵
語

仏
典

の
諸
文
献
』
1
9
5
9
,
 

平
等
寺
書
店
、p
.
 
1
0
8
,
 

に
詳

し
く
文
献

に
つ
い
て
解
説

が
あ
る
が
、
そ

の
中

に
述

べ
ら
れ
て

い
な

い
復

原
梵

語
文
献
を
上
げ
る
と
以
下

の
ご

と
く

で
あ
る
。
(
稲
芋
経

の

サ

ン

ス

ク

リ
ッ
ト
原
典
は
発
見

せ
ら
れ
て
い
な
い
が

復

原

梵

本

が

あ

る
)
。
B
u
-

2
 

チ

ベ
ッ
ト
北
京
版
N
o
.
 
8
7
6
 

(
V
o
l
.
 
3
4
,
 
3
0
3
-
2
-
8
-
3
0
6
)

。
他

の
チ

ベ
ッ
ト
諸
版

ナ
ン
バ
ー
は
略
す
。

バ
ー

ネ
ッ
ト
の
稲
芋
経
古

写
本
発

見

に
よ

つ
て
、
古
写
本

の
埋
没
が

A
D
.
 
7
1
9
-
7
9
1

と
さ
れ

て
い
る

の
で
、

梵
本

か
ら
西
蔵

に
訳

さ
れ
た

の
は
八
世
紀
末
ま

で
と
推
定
さ
れ
る
。

3

大

正
1
6
,
 
8
1
9
,
 

上

『
慈
氏
菩
薩
所
説
大
乗
縁
生
稲
葬
喩
経
』
(
N
o
.
 

7
1
0)
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唐
、
不
空
訳
。

こ
れ

と
同

じ
文

句

が
、
M
a
j
j
h
i
m
a
-
N
i
k
a
y
a
 
I
 

(
P
T
S
.

p
p
.
 
1
9
0
-
1
9
1
)
 

に
見
え
る
。

4

大

正
1
6
,
 
8
2
3
,
 

中

『
仏
説
大
乗
稲
芋
経
』
(
N
o
.
7
1
2
)

失
訳
、

こ
れ
は

敦
煙
出
土

で
あ
る
。
他

に
四

つ
漢
訳
稲
芋
経
類

(
大
正
、
N
o
.
 
7
0
8
-
7
1
1
)

が
あ
る
が
説
明
は
略

す
。

こ
れ
ら
漢
訳
諸
経

で
い
え

る
こ
と
は
、

呉

の
支

謙

(
A
D
.
 
22
0
-
2
5
3
)
よ
り
、
約

七
五
〇
年
間

に
わ
た
る
宋
時
代
ま

で
の

訳
出
か
ら
見
て
も
、
支
謙
当
時

は
か
な
り
重
用

な
経
典

と
せ

ら

れ

て

い

た
。
歴
代
三
宝
記

や
關
元
録

に
も
支
謙

の
自

注
が
あ

つ
た
こ
と
を
記
す
。

5

こ
れ
を
説
明
す
る
の
に

「
種
子

か
ち

芽
-

花

か
ら
果
」

の
よ
う
に
種
子

が
あ
る
か
ら
芽

が
生
じ
る
こ
の
よ
う

に
種
子

が
成
長

し
て
花
か
ら
果
が
出

来

る

こ
と
を
、
「
外
的
縁
起

の
因

と
相
応
ず

る
」
と

い
う
。
「
外
因
縁
法
因

相
応
、

所
謂
従
レ
種

生
レ
芽
-

従
レ
花

生
レ
実
。
」
大

正
1
6
,
 
8
2
4
.
 

上
。

6

こ
れ
を
説
明
す
る

の
に

「
六
界

(
地
、
水
、
火
、
風
、
空
、
時
)

が
集

ま
る
か
ら
外
的
縁
起

の
縁
と
相
応
す
る
」
と

し
て
い
る
。
例
え
ば
六
界

の

一
つ
で
あ
る
地
界

は
種
子
を
保
持
す
る

し
、
水
界
は
種
子
を
う
る
ほ
す

こ

と
な
ど
を
、

い
う

の
で
あ
る
。
「
外
因
縁
法
相
応
義
、
謂
二
六
界

和

合
故

一

-
非
二
自
性
生
一
非
二
無
因
而
生
一
」
大
正
1
6
,
 
8
2
4
.
 

中
。
六
界

の
中

で
時

界

と
い
う
み
か
た

は
、
稲
芋
経

の
特
色

で
あ

り
、
阿

含

経

典

群

に

は

な

い
。
『
仏
説
大
乗
稲
芋
経
』

に
簡

単

な

説

明

し
か

な

く

「時
則

能
変
二
種

子

一」

(
大
正
1
6
,
 
8
2
4
,
 

中
)

と
、
あ

つ
て
、
時
界
は
種
子
を
変
易
さ
せ
る

こ
と

で
あ
る
。

他

の
漢
訳
諸
経
典
も
、

チ
ベ
ッ
ト
文
、

サ
ン
ス
ク
リ

ッ
ト

文
も
同

じ
よ
う
に
簡
単
な
説
明

で
あ
る
が
、
思
想
的

に
は
注
意
し
た

い
。

7

こ
れ
を
説
明
す
る

の
に

「
十
二
縁
起
に
よ
る
か
ら
内
的
縁
起

の
因
と
相

応

す
る
」

と
し
て

い
る
。

「
内
因
縁
法
因

相
応
義
、
所
謂
始
レ
従
二
無
明
一縁

行
-
如
是
有
レ
生
故
老
死
得
有
。
」
大
正
1
6
,
 
3
2
4
,
 

中
。

三
枝
充
悪

『
初
期

仏
教

の
思
想
』
1
9
7
8
,
 

東
洋
哲
学
研
究
所
。

こ
の
本
に
、

阿
含

の
縁
起

に

つ
い
て

(p
p
.
 
4
8
2
-
5
9
1
)
 

に

詳
し
い
資

料
と
説

明
が
あ
り
、

そ

の
中

で

十

二
緑

起
説

(
p
p
.
 
5
8
3
-
5
8
6
)
 

が
述

べ
て
あ

つ
て
、

「
無
明
で
始

ま
る
型

の
十
二
縁

起
説

は
最
後

に
完
成

し
た
も

の
で
あ
る
」

と
言
わ
れ

て
い
る
。

8

こ
れ
を
説

明
す
る
の
に

「
六
界

(
地
、
水
、

火
、
風
、
空
、
識
)

が
集

ま
る
か
ら
内
的
縁

起
の
縁

と
相
応
す
る
」

と
し

て
い
る
。
「
水

界

は
身

を

あ

つ
め
る

こ
と
を
な
す
も

の
を

い
う
」
。
「
内
因
縁

法
相
応
事
、
為
二
六
界
和

合

一故
。
-
為
レ
令
二
此
身
而
聚
集
者
一
名
為
二
水
界

一
-
」
大
正
1
6
,
 
8
2
4

下
。

9

縁

p
m
ty
a
y
a

は
、
p
r
a
t
i
+
v
i

+
a
y
a
を
語
根
と
す

る
名
詞

で
あ
り
、

h
e
l
i
e
f
.
 
C
o
n
f
i
d
e
n
c
e

と
い
う
意
味
を
も

つ
て
い
た
。
p
r
a
t
i
+
i
,
 
p
r
a
t

y

-
e
ti
,
 
t
o
 
g
o
 
f
o
r
w
a
r
d
,
 
t
o
 
c
o
m
e
 
b
a
c
k
,
 

の
語
源

が
示
す

よ

う

に
相

互

に
相

写
し
合

う
と
い
う

こ
と

で
あ
る
。

佐

々
木
現
順

『
阿
毘
達
磨
思
想

研
究
』
1
9
7
2
,
 

清
水
弘
文
堂
、
p
.
 
4
1

.
 縁
起
に
は
相
互
相
依

の
関
係
性

と

共

に

a
v
a
d
a
n
a
,
 
n
id
a
m

の
意
味
も
あ

り
物
語
或

は
歴
史
的
背
景

の
意
味

に
用

い
ら
れ
る
場
合
も
あ

る
。
佐

々
木
現
順

「
日
常
生
活

に
生

き
る
仏
教

語
」
(
『
宗
教
』
)
1
9
7
9
,
 
7
,
 
1
.
 

教
育
新
靴潮
社
、
p
p
.
 
1
2
-
1
5
.

10

大
正
1
6
,
 
8
2
4
,
 
下
。

こ
れ
と
同

じ
文
句

が
、
M
a
j
j
h
i
m
a
-
N
i
k
a
y
a
,
 

i
i
,

3
2
,
 
S
a
m
y
u
t
t
a
-
N
i
k
a
y
a
,
 
i
i
,
 
2
8
,
 

等
に
見

ら
れ

る
。

11

佐

々
木
現
順

『
仏
教

に
お
け

る
時
間

論

の
研
究
』
1
9
2
4
,
 

清
水
弘

文

堂

p
p
.
 
6
3
-
1
1
5
.
 

舟
橋

一
哉

『
原
始
仏
教

思
想

の
研
究
』
p
p
.
 
7
6
-
7
7

12

作
用
性

の
様

式
に
よ
れ
ば
十

二
縁
起

は

エ
ネ

ル
ギ

ー
そ
の
も

の
と
考
え

ら
れ
河

の
流

れ

の
よ
う
に
た
え
ず
動
こ

い
て
い
る
も

の
即

ち
静
的
実
体

の

な

い
も
の
で
あ
る
。
「
十
二
因
縁
-

如
三
河
駅

流

間

無
二
絶

時

二
。
「
如
下
河

駅
二
流
間

一則
無
レ
絶
」
大
正
1
6
,
 
8
1
8
,
 

上
。

(
大
谷
大
学
大
学
院
)

稲
芋

経
に

つ
い
て

(
智

谷
)
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